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２
０
１
５
年
５
月
21
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・

モ
ハ
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）
氏
を
招

い
た
講
演
会
「
平
和
へ
の
知
恵
―
―
未
来
の
リ
ー

ダ
ー
・
国
際
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（Enhancing 

K
now

ledge for Peace:A
 m

essage to Future 
Leaders &

 Global Citizens

）
を
、
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

 

ま
た
、
本
学
は
こ
の
日
、
講
演
会
を
記
念
し
て

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
に
名
誉
博
士
号
を
授
与
す
る
と
と

も
に
、法
人
本
部
内
に
「
ア
セ
ア
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
し
ま
し
た
。 

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男
記

念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
の
講
演
会

が
そ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。 

マハティール氏に名誉博士号を授与いたしました

教職員や学生の出迎えを受けて本学に到着したマハティール氏

講演会に先立ち挨拶する水田理事長

（2015.7.1発行）
創立50周年記念事業

講演するマハティール氏

創
立
50
周
年
記
念 

水
田
三
喜
男
記
念

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
」

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
講
演
会

日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
21
日（
木
）10
時
30
分
〜

場
所
：
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル

Josai University Educational Corporation’s
50th anniversary festivities
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マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
は
マ
レ
ー
シ
ア
第
４
代
首
相
。

開
業
医
か
ら
政
治
家
に
転
じ
、
１
９
８
１
年
か
ら

２
０
０
３
年
ま
で
の
22
年
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
最

長
の
首
相
を
務
め
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
知

日
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
欧
米
諸
国
で
は
な
く
日
本
の

経
済
成
長
を
見
習
お
う
と
い
う
「
ル
ッ
ク
イ
ー
ス

ト
（
東
方
）
政
策
」
を
唱
え
、
長
期
に
及
ぶ
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
力
を

飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
ま
し
た
。 

　

今
回
の
講
演
会
は
水
田
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学

校
法
人
城
西
大
学
の
一
行
が
今
年
1
月
、
マ
レ
ー
シ

ア
を
訪
問
し
た
際
に
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
の
自
宅
を
表

敬
訪
問
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー

ズ
へ
の
登
壇
を
依
頼
し
、
快
諾
を
得
た
こ
と
か
ら
実

現
し
ま
し
た
。 

　

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
ら
一
行
は
5
月
21
日
午
前
、
城

西
大
学
や
城
西
国
際
大
学
の
教
職
員
や
学
生
・
留
学

生
が
出
迎
え
る
中
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
3

号
棟
と
１
号
棟
を
訪
れ
ま
し
た
。
1
号
棟
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
講
演
会
で
、
水
田
理
事
長
は
「
ア
ジ
ア
の

平
和
と
繁
栄
、
共
存
を
も
た
ら
し
た
偉
大
な
指
導
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
変
名

誉
な
こ
と
」
と
挨
拶
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
は
講
演
で

「
マ
レ
ー
シ
ア
は
５
つ
の
国
と
国
境
を
接
し
領
土
問

題
を
抱
え
て
い
る
が
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
断
に

従
っ
て
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
な
く
解
決
し
て
き
た
」

と
述
べ
た
う
え
で
、「
日
本
は
他
国
と
の
争
い
に
戦

争
と
い
う
手
段
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。
戦
争
は
最

大
の
犯
罪
と
い
う
価
値
観
を
世
界
に
広
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　

ホ
ー
ル
は
ア
ジ
ア
関
連
団
体
や
政
府
の
関
係
者
、

教
職
員
や
学
生
・
留
学
生
ら
で
満
席
。
両
大
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
で
も
学
生
ら
が
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
貴
重
な
話
に
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し

た
。 

　

講
演
会
後
は
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
て
午
餐
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
前
日
本
経
団
連
会
長
の
米

倉
弘
昌
・
住
友
化
学
相
談
役
や
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ

て
い
た
だ
い
た
杉
田
亮
毅
・
日
本
経
済
新
聞
社
元
会

長
、
伊
藤
芳
明
・
毎
日
新
聞
社
専
務
取
締
主
筆
の

方
々
を
交
え
て
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。 

講演会後の記念撮影

マハティール氏と学生たち

　

創
立
記
念
日
の
４
月
20
日
、
清
光
ホ
ー
ル
で
創
立

50
周
年
を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。
２
０
０
７
年
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
と
学
術

交
流
協
定
を
結
ん
で
以
来
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
は
多
く

創
立
50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
４
月
20
日（
月
）13
時
30
分
〜

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
清
光
会
館
ホ
ー
ル

会場の様子

セルダヘイ玲子氏と金子三勇士氏の連弾
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２
０
１
５
年
６
月
13
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
の
エ
ズ
ラ
・
Ｆ
・

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（Ezra F. V

ogel

）
氏
を
招
い
た
講

演
会
「
東
ア
ジ
ア
：
こ
れ
か
ら
の
50
年
」（East 

A
sia in the N

ext Fifty Y
ears

）
を
、
埼
玉
県
坂

戸
市
の
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
学

は
講
演
会
を
記
念
し
て
、
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
に
名
誉
博

士
号
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男

記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
、
５
月
21
日

の
元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・

モ
ハ
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）
氏
に
次

い
で
２
人
目
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

の
学
生
が
行
き
来
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
係
の
深
い
演

奏
家
の
方
々
を
招
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
挨

拶
で
「
本
日
は
創
立
50
周
年
の
最
初
の
幕
開
け
の
行

事
で
す
」
と
創
立
記
念
日
に
触
れ
た
後
、「
ハ
ン
ガ

リ
ー
と
の
関
係
は
私
ど
も
が
国
際
教
育
を
推
進
す
る

う
え
で
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
は
リ
ス
ト
を
は
じ
め
著
名
な
音
楽
家
を
輩

出
。
活
躍
中
の
演
奏
家
の
方
々
を
招
い
た
本
日
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
来
賓
の
セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト

ヴ
ァ
ー
ン
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー

か
ら
要
人
が
来
る
際
は
必
ず
城
西
大
学
を
訪
問
し
て

素
晴
ら
し
い
業
績
を
直
接
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

本
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
音
楽
を
皆
さ
ん
に
聴
い
て
い

た
だ
け
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
父
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
母
を
持
つ
金
子

三
勇
士
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
シ
ョ
パ
ン
「
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
第
６
番
変
イ
長
調
『
英
雄
』」
か
ら
コ
ン

サ
ー
ト
は
ス
タ
ー
ト
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
生
ま
れ
の
コ

ハ
ー
ン
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
）、
半
田
美
和
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
セ
ル
ダ
ヘ

イ
大
使
の
夫
人
で
友
情
出
演
の
セ
ル
ダ
ヘ
イ
玲
子
さ

ん
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ト
や
バ
ル
ト
ー
ク

の
作
品
を
は
じ
め
、
中
田
喜
直
作
曲
の
日
本
の
歌
曲

や
ア
ン
コ
ー
ル
の
滝
廉
太
郎
作
曲
「
花
」
な
ど
14
曲

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
協
会

の
猪
谷
晶
子
専
務
理
事
や
協
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
や

地
域
の
方
々
、
教
職
員
や
学
生
・
留
学
生
な
ど
約

５
０
０
人
が
、
晴
れ
や
か
で
美
し
い
演
奏
に
聴
き
入

り
ま
し
た
。

名誉博士号授与

半田氏の歌声も美しく

クラリネットを演奏するコハーン氏

創
立
50
周
年
記
念 

水
田
三
喜
男
記
念

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
」

エ
ズ
ラ
・
Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
名
誉
博
士
記
授
与
式
・
講
演
会

日
時
：
２
０
１
５
年
６
月
13
日（
土
）10
時
45
分
〜

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
清
光
会
館
ホ
ー
ル

水田美術館を見学
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述
べ
て
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
後
、
韓
国
を
念
頭
に

「
隣
の
国
と
仲
良
く
す
る
た
め
に
も
う
少
し
我
慢
す
る

必
要
が
あ
る
。
国
の
代
表
は
思
い
や
り
と
責
任
感
を
」

と
結
び
ま
し
た
。
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
、「
少
子
高
齢
化

時
代
に
若
い
世
代
は
何
を
す
べ
き
か
」
な
ど
と
の
学

生
の
質
問
に
も
丁
寧
に
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
田
邦
子
参
院
議
員
や
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

な
ど
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、
城
西
大
学
と
城
西
国

際
大
学
の
教
職
員
や
学
生
、
研
究
者
や
近
隣
の
方
々

な
ど
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
約
５
０
０
人
は
、
長
い
学
究

生
活
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
の
話
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
氏
を
囲
ん
で
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
、
１
９
５
８
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
で
博
士
号
（
社
会
学
）
を
取
得
後
、
日
本
語
と

日
本
の
家
族
関
係
の
研
究
の
た
め
に
来
日
し
て
２
年

間
滞
在
し
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
に
同
大
の
東
ア
ジ

ア
研
究
所
長
に
就
任
。
日
本
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
を

79
年
に
発
表
し
ま
し
た
。
最
近
は
10
年
以
上
を
費
や

し
て
執
筆
、
２
０
１
３
年
に
発
表
し
た
「
現
代
中
国

の
父 

鄧
小
平
」
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
比
較
文

学
研
究
者
と
し
て
滞
米
生
活
が
長
か
っ
た
水
田
理
事

長
が
、
旧
知
の
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
に
依
頼
し
て
講
演
会

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
こ
の
日
午
前
、
城
西
大
学
や
城

西
国
際
大
学
の
教
職
員
、
学
生
・
留
学
生
ら
の
出
迎

え
を
受
け
て
、
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
到
着
。
水
田
美

術
館
で
収
蔵
の
浮
世
絵
を
鑑
賞
し
た
後
、
名
誉
博
士

号
授
与
式
と
講
演
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

清
光
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
名
誉
博
士
号
授
与
式
の

後
、
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
日
本
研
究
だ
け
で
な

く
、
こ
の
地
域
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
学
術
、
研
究
上
の
貢
献
を
さ
れ
た
」
と

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
の
業
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
講
演
会

で
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
や
天
安
門

事
件
の
あ
っ
た
１
９
８
９
年
の
前
後
25
年
に
分
け
て
、

日
本
と
中
国
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
、
経
済
、
社
会
の

変
化
を
た
ど
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
の
東
ア
ジ
ア

を
展
望
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
経
済
成
長
の
継
続
」

「
環
境
問
題
の
悪
化
」「
国
際
交
流
の
拡
大
」
を
挙
げ

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
は
「
中
国
と
環

境
問
題
で
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
。

経
済
成
長
を
遂
げ
近
隣
諸
国
と
摩
擦
を
起
こ
し
て
い

る
中
国
に
対
し
て
は
「
低
姿
勢
の
外
交
政
策
を
取
る

べ
き
だ
」
と
提
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
に
つ
い
て

は
「
も
っ
と
自
然
な
英
語
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
」
と

ヴォーゲル氏と学生たち

　

２
０
１
５
年
3
月
30
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ

プ
サ
ラ
大
学
（U

ppsala U
niversity

）
と
合
同
シ

ウ
プ
サ
ラ
大
学
と
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
：
２
０
１
５
年
３
月
30
日（
月
）13
時
〜

場
所
：
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル

講演の様子
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２
０
１
５
年
３
月
27
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

前
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
、
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ

エ
（Lars V

argö

）
氏
の
特
別
講
演
会
「
世
界
の

中
の
俳
句
」
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟

で
開
催
し
ま
し
た
。 

　

ヴ
ァ
リ
エ
氏
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ

大
学
（U

ppsala U
niversity

）
東
洋
学
科
を
卒

業
。
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
勤
務
時
に
京
都

大
学
文
学
部
国
史
学
科
で
学
び
ま
し
た
。
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
大
学
か
ら
日
本
古
代
史
の
研
究
に
よ
り

博
士
号
を
取
得
。
そ
の
後
、
駐
韓
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
を
経
て
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
駐

日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
を
務
め
、
14
年
に
日
本
国
の

旭
日
大
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
文
学
の
翻

訳
の
ほ
か
、
句
集
な
ど
多
数
を
出
版
さ
れ
、
退
官
後

は
城
西
国
際
大
の
特
任
教
授
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　

講
演
に
先
立
ち
、
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
の
会

長
を
昨
年
か
ら
務
め
る
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
日

本
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
を
世
界
に
広
め
て
い
た
だ
い

た
」
と
ヴ
ァ
リ
エ
氏
を
称
え
ま
し
た
。
ヴ
ァ
リ
エ
氏

は
日
本
語
で
行
わ
れ
た
こ
の
日
の
講
演
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
文
学
者
で
日
本
文
化
研
究
者
の
レ
ジ
ナ
ル

ド
・
ホ
ー
ラ
ス
・
ブ
ラ
イ
ス
（Reginald H

orace 
Blyth

、
１
８
９
８
～
１
９
６
４
年
）
に
代
表
さ
れ

る
、
日
本
の
俳
句
や
川
柳
を
西
洋
に
紹
介
し
た
多
く

の
文
学
者
を
紹
介
し
た
う
え
で
、「
西
洋
の
詩
の
中

に
も
俳
句
の
雰
囲
気
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
例
を
挙
げ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
西
洋
の
文
学
者
や
子
ど
も
た
ち
の
句
を
紹

介
し
、「
西
洋
の
学
校
で
も
俳
句
を
教
え
て
い
る
が
、

子
ど
も
た
ち
の
句
の
中
に
俳
諧
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
や

ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
結
ば
れ
ま

し
た
。

　

講
演
会
に
は
両
大
学
の
教
職
員
や
国
際
俳
句
交
流

協
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
受
講

者
の
皆
さ
ん
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
興
味
あ
ふ
れ

る
ヴ
ァ
リ
エ
氏
の
お
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
詩
人
で
も
あ
る
水
田
理
事
長
は
２
０
１
３

年
12
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
よ
り
生
命
の
尊
厳
を

表
現
す
る
東
ア
ジ
ア
の
詩
人
に
贈
ら
れ
る
チ
カ
ダ
賞

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
に
お
け
る

女
性
学
お
よ
び
文
学
」（W

om
en's Studies and 

Literatures in Sw
eden and Japan

）
を
開
催
し

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
本
学
か
ら
比
較
文
学
者
で
詩
人
で
あ
る
水
田
宗

子
理
事
長
は
じ
め
４
人
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
か
ら
ア

ン
・
オ
ー
ル
ベ
ル
ク
（A

nn Ö
hrberg

）
文
学
部

長
は
じ
め
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
関
係
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ヘ
レ
ナ
・
ド
ル
ノ
ウ
シ
ェ
ク
・
ゾ
ル
コ
（H

elena 
D

rnovsek Zorko

）
駐
日
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
大

使
も
参
加
、
城
西
大
学
と
女
性
学
の
講
座
を
持
つ
城

西
国
際
大
の
教
職
員
や
学
生
・
留
学
生
の
ほ
か
、
多

く
の
研
究
者
の
皆
さ
ん
や
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会

（
会
長
・
水
田
理
事
長
）
の
皆
さ
ん
ら
約
１
６
０
人

が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　

ウ
プ
サ
ラ
大
学
は
１
４
７
７
年
に
創
設
さ
れ
た

北
欧
最
古
の
大
学
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も
権

威
の
あ
る
高
等
教
育
・
研
究
機
関
の
一
つ
で
あ
り
、

15
人
の
大
学
関
係
者
（
卒
業
生
、
教
員
な
ど
）
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
植
物

学
の
父
と
さ
れ
る
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ

（Carl von Linné

）
が
学
ん
だ
大
学
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学

の
卒
業
生
で
前
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の
ラ
ー

シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
（Lars V

argö

）
氏
（
退
官
後

に
城
西
国
際
大
学
の
特
任
教
授
）
の
紹
介
で
、
本
学

の
一
行
が
ウ
プ
サ
ラ
大
学
を
訪
問
し
た
こ
と
が
縁

で
、
こ
の
日
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
現
し
ま
し

た
。

　

水
田
理
事
長
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、「
光
栄

で
う
れ
し
く
思
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
早
く
皆
さ
ん

を
お
迎
え
で
き
た
こ
と
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日

本
の
将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
出
発
点
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。
こ
の
後
、
ヴ
ァ
リ
エ
氏
も
参
加
し
て
二
つ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
両
国
の
女
性
文
学
や
女
性
表
現
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
先
進
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
な
ど

を
巡
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
発
言
や
討
論
が
あ
り
、
最
後
は

参
加
者
全
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
討
論
の
締
め
く
く
り
で
オ
ー
ル
ベ

ル
ク
文
学
部
長
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

研
究
の
先
進
国
と
言
わ
れ
る
が
、
自
己
満
足
し
て
は

い
け
な
い
。
常
に
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
語
り
、「
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
日
本
文
学
と

日
本
文
化
、
そ
し
て
城
西
大
学
に
つ
い
て
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

ラ
ー
シ
ュ・
ヴ
ァ
リ
エ
前
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
特
別
講
演
会

日
時
：
２
０
１
５
年
３
月
27
日（
金
）11
時
10
分
〜

場
所
：
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
国
際
会
議
場

パネルディスカッションの様子
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創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
特
別
公
開
講
座
「
伊
藤

若
冲
の
諸
作
品
と
仏
教
の
『
本
覚
思
想
』
の
主
張
」

が
２
月
24
日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟

で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
美
術
史
の
第
一
人
者
で
あ

る
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
名
誉
教
授
（
美
術
・
考
古

学
）
の
清
水
義
明
氏
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
活
躍
し

た
絵
師
・
伊
藤
若
冲
の
諸
作
品
の
宗
教
的
側
面
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
若
冲
（
１
７
１
６
～
１
８
０
０
年
）
は
、
光

琳
の
装
飾
画
風
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
独
特
の
造

形
感
覚
に
よ
る
個
性
的
な
画
風
を
生
み
だ
し
ま
し

た
。
写
実
的
な
動
植
物
の
絵
も
多
く
「
奇
想
の
画

家
」
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
本
覚
（
ほ
ん
が

く
）
思
想
」
と
は
、
悟
り
は
も
と
も
と
一
切
の
衆
生

に
本
来
的
に
具
有
さ
れ
て
い
る
と
の
考
え
で
、
主
に

天
台
宗
を
中
心
と
し
て
仏
教
界
全
体
に
広
ま
っ
た
と

さ
れ
ま
す
。

　

清
水
名
誉
教
授
は
ス
ラ
イ
ド
で
若
冲
の
諸
作
品
や

さ
ま
ざ
ま
涅
槃
図
を
紹
介
し
な
が
ら
「
芸
術
的
な
若

冲
の
諸
作
品
に
宗
教
的
な
意
味
合
い
が
交
差
す
る
。

そ
れ
が
若
冲
作
品
の
価
値
で
、
本
覚
思
想
に
つ
な

が
っ
て
い
く
」
な
ど
と
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
５
月
８
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

天
津
外
国
語
大
学
の
修
剛
学
長
に
よ
る
特
別
講
演
会

「
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
・
高
度
職
業
人
教
育
に

関
す
る
取
り
組
み
」
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

３
号
棟
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

修
学
長
は
日
本
語
教
育
が
専
門
で
、
現
在
の
中
国

の
大
学
学
長
の
中
で
唯
一
日
本
を
専
門
と
す
る
学
者

で
す
。
中
国
の
日
本
語
教
育
の
学
会
で
あ
る
中
国
日

本
語
教
育
研
究
会
の
会
長
を
務
め
、
現
在
は
中
国
教

育
部
の
外
国
語
教
育
指
導
委
員
会
・
日
本
語
委
員
会

の
主
任
、
中
国
翻
訳
協
会
副
会
長
の
要
職
に
あ
り
ま

す
。

　

本
学
と
天
津
外
国
語
大
学
は
、
２
０
０
７
年
10
月

に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
大
学
院
、
学

部
に
こ
れ
ま
で
３
０
０
人
を
超
え
る
学
生
が
学
び
に

き
て
お
り
、
ま
た
教
員
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
２
０
１
１
年
９
月
に
は
、

修
学
長
に
城
西
国
際
大
学
の
名
誉
博
士
号
を
授
与
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
、
天
津
外
国
語
大
学
大
学
院
の

14
人
の
学
生
が
、
半
年
間
の
短
期
留
学
で
城
西
国
際

大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
に

学
ん
で
い
ま
す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
世
界
的
に
著

名
な
修
先
生
の
お
話
は
、
私
ど
も
に
大
き
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
に
な
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
修
学
長
は
、
副
題
「
中
国
の
大
学
教
育
改
革
の

方
向
性
と
日
中
大
学
間
の
協
働
の
可
能
性
」
が
付
い

た
こ
の
日
の
特
別
講
演
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
は
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
大
き
な
方
向
性
の
一

つ
。
ま
た
、
中
国
で
は
専
門
性
を
持
っ
た
高
度
職
業

人
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
と
高
度
職
業
人
の
育
成
は
、
中
国
と
日
本
の
大
学

の
共
通
認
識
で
目
標
で
も
あ
る
。
交
流
の
歴
史
と
実

績
、
文
化
的
・
距
離
的
に
近
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
中

日
大
学
間
の
協
働
に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
」
と

指
摘
し
た
う
え
で
、「
天
津
外
国
語
大
学
と
城
西
大

学
、
城
西
国
際
大
学
の
行
動
が
モ
デ
ル
の
一
つ
に
な

れ
ば
い
い
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
今
の
日

中
関
係
に
も
触
れ
、「
隣
人
と
の
付
き
合
い
を
大
事

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
同
士
の
交
流
を
通

じ
て
、
中
日
関
係
を
良
く
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
城
西
国
際
大
学
と
城
西
大
学
の
教

職
員
や
天
津
外
国
語
大
学
は
じ
め
中
国
か
ら
の
留

学
生
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
長
い
経
験
に
裏

打
ち
さ
れ
た
修
学
長
の
お
話
に
熱
心
に
聞
き
入
り

ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

清
水
義
明
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
名
誉
教
授
特
別
講
演
会

日
時
：
２
０
１
５
年
２
月
24
日（
火
）11
時
～

場
所
：
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
国
際
会
議
場

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

修
剛
天
津
外
国
語
大
学
学
長
特
別
講
演
会  

日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
８
日（
金
）11
時
10
分
〜

場
所
：
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
国
際
会
議
場

若冲の作品を説明する清水教授

講演する修学長

を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
を
記
念
し
て
２
０
１
４
年

6
月
、
ヴ
ァ
リ
エ
氏
や
国
際
俳
句
交
流
協
会
の
有
馬

朗
人
会
長
も
参
加
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
命

の
尊
厳
を
表
現
す
る
こ
と
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
模
様
は
『
チ
カ
ダ
賞
受
賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
：
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る
こ
と
』（
学
校
法
人

城
西
大
学
出
版
会
、
２
０
１
５
年
１
月
刊
行
）
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
創
立
50
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
東
京
・
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
校
舎

の
５
号
棟
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。 

　

２
０
１
５
年
２
月
12
日
に
は
、
教
職
員
、
理
事
ら

大
学
関
係
者
や
同
窓
生
ら
が
集
ま
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

 

水
田
宗
子
理
事
長
が
「
お
か
げ
さ
ま
で
た
く
さ

ん
の
学
生
・
院
生
が
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま

り
、
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
50
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
入
試
・
就
職
関
連
の
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
５
号
棟
は
、
そ
う
し
た
受
け
皿
に
な
る
と

と
も
に
同
窓
会
活
動
の
拠
点
に
も
な
る
で
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

続
い
て
鈴
木
文
雄
・
城
西
大

学
同
窓
会
長
が
「
日
本
の
心
臓
部

と
も
い
え
る
こ
の
地
で
、
同
窓
生

に
対
す
る
情
報
の
受
信
・
発
信
し

て
い
き
た
い
。
同
窓
会
室
を
そ
の

基
地
に
し
活
用
し
、
大
学
の
発
展

の
た
め
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　

５
号
棟
は
、
地
下
１
階
、
地
上

5
階
建
て
で
延
べ
面
積
は
約
１
，

４
０
０
㎡
。
１
階
に
は
、
入
試
・

広
報
セ
ン
タ
ー
、
維
持
協
力
会
・

父
母
後
援
会
・
同
窓
会
室
が
あ
り

ま
す
。
２
～
４
階
に
は
、
ミ
ニ
・
シ
ア
タ
ー
、
セ
ミ

ナ
ー
室
、
学
習
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
５
階

は
、
海
外
姉
妹
校
か
ら
の
中
・
長
期
滞
在
者
用
の
ゲ

ス
ト
ル
ー
ム
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。 

　

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
２
０
０
５
年
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
城
西
大
学
、
城
西
短
期
大
学
の
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
、
城
西
国
際
大
学
の
東
金
・
安
房
キ
ャ

ン
パ
ス
を
結
ん
で
い
ま
す
。
講
義
室
や
就
職
活
動
の

支
援
な
ど
学
生
へ
の
幅
広
い
支
援
の
た
め
の
施
設
を

備
え
て
い
る
ほ
か
教
室
国
際
学
術
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
、
国
際
会
議
室
な
ど
を
設
置
、
研
究
、
国
際
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
学
生
、
院
生
ら

約
２
，０
０
０
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

第
１
食
堂
棟
の
１
階
の
食
堂
が
４
月
か
ら
、
お
洒

落
な
「
Ｊ
Ｕ
カ
フ
ェ
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ｕ
カ
フ
ェ
（
６
３
０
席
）
は
、
水
田
美
術

館
を
設
計
し
た
米
エ
ー
ル
大
建
築
科
の
ス
ニ
ー
ル
・

ボ
ー
ル
ド
教
授
と
大
林
組
の
設
計
部
に
よ
る
設
計

で
、
企
業
や
学
校
で
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
や
施
設
等
で

の
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
な
ど
を
幅
広
く
手
が
け
る
「
Ａ

Ｉ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
」（
東
京
都
港
区
）
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

４
月
４
日
の
入
学
式
当
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
中
央
委
員
会
な
ど
の
学
生
団

体
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
サ
ッ
カ
ー
部
や
硬
式
野

球
部
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
の
部
員
、
教
職

員
な
ど
約
４
０
０
人
が
見
守
り
ま
し
た
。
水
田
宗
子

理
事
長
は
挨
拶
で
「
50
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ

る
食
堂
の
改
装
が
な
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
の
食
堂
が
長
く
私
た
ち
の
大
学
の
学
生
た
ち

の
健
康
と
勉
学
生
活
を
支
え
る
場
で
あ
る
よ
う
、
食

堂
を
世
話
し
大
切
に
育
て
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
水
田
理
事
長
や
森
本
雍
憲
学
長
、
岩
浅
壮

太
郎
・
中
央
委
員
会
委
員
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
た
後
、
学
生
た
ち
は
真
新
し
い
カ
フ
ェ
に
入
り
、

「
き
れ
い
」「
す
ご
い
」
な
ど
と
声
を
上
げ
、
焼
き
立

て
の
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
を
試
食
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

日
時
：
２
０
１
５
年
２
月
12
日（
木
）13
時
30
分
～

場
所
：
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
5
号
棟
オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ｕ
カ
フ
ェ
２
０
１
５  

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

日
時
：
２
０
１
５
年
４
月
４
日（
土
）10
時
～

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
第
1
食
堂
棟

テープカット

試食会
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●周辺図
　

創
立
50
周
年
記
念
式
典
は
高
麗
祭
開
催
に
合
わ
せ

て
10
月
31
日
（
土
曜
日
）、
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
の
総
合
体
育
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
大
使
館

関
係
者
や
海
外
姉
妹
校
の
代
表
者
、
地
域
の
首
長
や

議
員
の
方
々
は
じ
め
、
大
学
関
係
者
ら
８
０
０
人
を

超
え
る
人
々
で
記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
を
盛
大
に

祝
い
ま
す
。

　

当
日
は
高
麗
祭
開
催
式
に
引
き
続
き
、
記
念
式
典

が
執
り
行
わ
れ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
、
参
列
の
方
々
は
、
７
月
１
日
に
総
合
体

育
館
学
生
ホ
ー
ル
に
オ
ー
プ
ン
し
た
水
田
三
喜
男
記

念
館
仮
設
展
示
室
や
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
見

学
。
例
年
、
高
麗
祭
を
盛
り
上
げ
る
支
部
物
産
展
も

行
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
記
念
出
版
と
し
て
、
創
立
者
の
水
田
三
喜

男
先
生
の
最
後
の
番
記
者
と
し
て
先
生
の
傍
ら
に
い

た
元
毎
日
新
聞
政
治
部
の
鈴
木
健
二
・
城
西
国
際
大

学
客
員
教
授
の
書
き
下
ろ
し
に
な
る
「
水
田
三
喜
男

伝
『
寒
椿
』」
も
学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
か
ら

上
梓
さ
れ
ま
す
。

学
校
法
人
城
西
大
学 

創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て

日
時
：
２
０
１
５
年
10
月
31
日（
土
）午
前
11
時
〜

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス


